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一
　
は
じ
め
に

天
平
五
年
癸
酉
、
遣
唐
使
舶
発
二
難
波
一
入
レ
海
之
時
、
親
母
贈
レ
子

歌
一
首
并
短
歌

秋
萩
を　

妻
問
ふ
鹿
こ
そ　

一
人
子
に　

子
持
て
り
と
い
へ　

鹿
子
じ
も

の　

我
が
一
人
子
の　

草
枕　

た
び
に
し
行
け
ば　

竹
玉
を　

し
じ
に
貫

き
垂
れ　

斎
瓮
に　

木
綿
取
り
垂
で
て　

斎
ひ
つ
つ　

我
が
思
ふ
我
が
子

　

ま
幸
く
あ
り
こ
そ�
（
巻
九
・
一
七
九
〇
）

　
　
　

反
歌

た
び
人
の　

宿
り
せ
む
野
に　

霜
降
ら
ば　

我
が
子
は
ぐ
く
め　

天
の
鶴

群�

（
巻
九
・
一
七
九
一
）

　

右
は
、
遣
唐
使
と
し
て
中
国
に
渡
り
、
そ
の
地
を
旅
す
る
我
が
子
の
無
事
を

祈
る
母
の
歌
と
さ
れ
る
。
作
者
は
不
詳
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
け
る
遣
唐
使
の
派
遣
は
実
質
十
五
回⑴
と
さ
れ
る
が
、『
萬
葉
集
』

の
採
歌
範
囲
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
第
一
次
か
ら
第
十
次
で
、
実
際
に
歌
が
残

る
の
は
、
第
七
次
（
七
〇
二
年
出
発
）・
第
八
次
（
七
一
七
年
出
発
）、
第
十
次

（
七
三
三
年
出
発
）
の
作
で
あ
る
。
遣
唐
使
に
関
す
る
作
品
は
使
人
自
身
の
歌
は

僅
か
四
首
で
、
他
の
二
十
数
首
は
す
べ
て
見
送
る
側
の
人
々
の
作
で
あ
る⑵
。
そ

れ
ら
の
作
品
が
航
海
の
安
全
を
関
心
事
と
す
る
発
想
の
型
を
持
つ
事
を
梶
川
信

行
氏
は
指
摘
さ
れ
る⑶
。
遣
唐
使
の
発
遣
に
関
し
て
は
、『
続
日
本
紀
』
及
び
『
延

喜
式
』
の
記
事
か
ら
、
大
使
や
副
使
そ
の
他
使
人
の
任
命
、
賜
節
刀
、
奉
幣
、

祭
祀
な
ど
の
儀
礼
が
考
え
ら
れ
る
が
、
航
海
の
安
全
へ
の
祈
願
で
あ
る
奉
幣
は
、

『
延
喜
式
』（
巻
第
八
祝
詞
条
）
に
よ
れ
ば
「
遣
唐
使
時
奉
幣
」
の
祝
詞
が
見
え
、

平
城
京
に
お
い
て
は
春
日
山
下
に
於
い
て
天
心
地
祇
を
拝
し
た
ら
し
い⑷
。
ま
た

祭
祀
は
住
吉
神
へ
の
そ
れ
が
「
天
平
五
年
、
贈
二
入
唐
使
一
歌
一
首
」
に
「
住

吉
の　

我
が
大
御
神　

船
の
舳
に　

う
し
は
き
い
ま
し　

船
艫
に　

み
立
た
し

ま
し
て　

さ
し
寄
ら
む　

磯
の
崎
　々

漕
ぎ
泊
て
む　

泊
ま
り
泊
ま
り
に　

荒

き
風　

波
に
あ
は
せ
ず　

平
け
く　

率
て
帰
り
ま
せ　

も
と
の
朝
廷
に
」（
巻

十
九
・
四
二
四
五
）
と
あ
っ
て
、
当
該
歌
と
同
じ
遣
唐
使
へ
の
そ
れ
と
し
て
見

え
る
。
当
該
歌
に
つ
い
て
も
住
吉
神
と
の
明
証
は
な
い
が
、「
竹
玉
を
」
の
「
斎

ひ
」
に
同
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
説
も
あ
る⑸
。
し
か
し
、
住

吉
神
を
直
接
示
す
表
現
は
無
く
、
航
海
に
関
す
る
内
容
は
欠
如
し
て
い
る
如
く

で
あ
る
。
第
十
次
の
作
に
は
他
に
遣
唐
使
と
し
て
中
国
で
の
体
験
を
持
つ
山
上

憶
良
の
贈
っ
た
「
好
去
好
来
歌
」（
巻
五
・
八
九
四
～
八
九
六
）
を
始
め
、
笠
金

村
の
「
贈
二
入
唐
使
一
歌
」（
巻
八
・
一
四
五
三
～
一
四
五
五
）
も
あ
る
。「
好
去

好
来
歌
」
は
「
神
代
よ
り　

言
ひ
伝
て
来
ら
く　

そ
ら
み
つ　

大
和
の
国
は
…

天
の
鶴
群

―
遣
唐
使
の
母
が
贈
る
歌

―

平
　
　
舘
　
　
英
　
　
子
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高
光
る　

日
の
大
御
門　

神
な
が
ら　

め
で
の
盛
り
に　

天
の
下　

奏
し
た
ま

ひ
し　

…
諸
々
の　

大
御
神
た
ち　

船
の
舳
に　

導
き
ま
を
し　

天
地
の　

大

御
神
た
ち　

大
和
の　

大
国
御
魂　

ひ
さ
か
た
の　

天
の
み
空
ゆ　

天
翔
り　

見
渡
し
た
ま
ひ　

事
終
は
り　

帰
ら
む
日
に
は　

ま
た
更
に　

大
御
神
た
ち　

船
の
舳
に　

み
手
う
ち
掛
け　

…
大
伴
の　

三
津
の
浜
辺
に　

直
泊
て
に　

み

船
は
泊
て
む　

障
み
な
く　

幸
く
い
ま
し
て　

は
や
帰
り
ま
せ
」（
巻
五
・

八
九
四
）
と
詠
み
、
笠
金
村
歌
も
「
…
大
君
の　

命
怖
み　

夕
さ
れ
ば　

鶴
が

妻
呼
ぶ　

難
波
潟　

三
津
の
崎
よ
り　

大
船
に　

ま
梶
し
じ
貫
き　

白
波
の　

高
き
荒
海
を　

島
伝
ひ　

い
別
れ
行
か
ば　

留
ま
れ
る　

我
は
幣
引
き　

斎
ひ

つ
つ　

君
を
ば
遣
ら
む　

は
や
帰
り
ま
せ
」（
巻
八
・
一
四
五
三
）
と
詠
む
。
い

ず
れ
も
大
君
の
命
を
受
け
て
の
出
発
に
航
路
の
安
全
と
無
事
の
帰
国
を
願
う
内

容
で
あ
っ
て
、
中
国
国
内
の
旅
路
を
案
ず
る
表
現
は
見
ら
れ
ず
、
当
該
歌
の
特

異
さ
が
目
立
つ
。
そ
う
し
た
当
該
歌
の
特
異
性
に
つ
い
て
梶
川
氏
は
「
本
来
遣

唐
使
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
」「
旅
行
く
子
を
心
配
す
る
親
の
心
情
を
う

た
っ
た
古
歌
な
ど
を
転
用
し
た
も
の⑹
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
鈴
木
利

一
氏
は
「
秋
萩
を
妻
問
う
鹿
」
を
、「
む
し
ろ
遣
唐
使
一
行
と
そ
の
家
族
全
体

の
側
に
寄
っ
た
表
現
」
と
解
し
て
、
遣
唐
使
の
進
発
の
折
り
の
作
を
大
伴
氏
の

一
人
が
記
録
し
た⑺
と
さ
れ
て
い
る
。
当
該
歌
に
お
い
て
、
題
詞
と
天
平
五
年
の

遣
唐
使
の
発
遣
と
に
は
齟
齬
が
無
く
、『
萬
葉
集
』
は
当
該
歌
を
遣
唐
使
の
母

の
歌
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。
そ
う
あ
る
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

二
　
遣
唐
使
の
旅

　

第
十
次
遣
唐
使
は
天
平
四
年
八
月
丁
亥
（
十
七
日
）
に
遣
唐
大
使
従
四
位
上

多
治
比
真
人
広
成
、
副
使
従
五
位
下
中
臣
朝
臣
名
代
、
判
官
四
人
、
録
事
四
人

が
任
命
さ
れ
、
同
九
月
に
は
舶
四
艘
を
造
ら
せ
、
翌
天
平
五
年
閏
三
月
癸
巳

（
二
十
六
日
）
遣
唐
大
使
多
治
比
真
人
広
成
は
辞
見
し
、
節
刀
を
授
け
ら
れ
て
、

夏
四
月
三
日
に
、
難
波
津
よ
り
進
発
し
て
い
る
。
記
録
の
上
で
は
進
発
の
前
年

の
秋
か
ら
準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。
期
間
は
ほ
ぼ
八
ヶ
月
で
あ
る
。
以
上
は

『
続
日
本
紀
』
の
伝
え
る
記
事
に
基
づ
く
が
、
中
国
側
の
資
料
で
は
「（
開
元
）

二
十
一
年
（
七
三
三
）
八
月
日
本
国
朝
賀
使
真
人
広
成
与
二
傔
従
五
百
九
十
人
一⑻

舟
行
遇
二
風
飄
一
至
二
蘇
州
一
刺
史
銭
惟
正
以
聞
レ
詔
。
通
事
舍
人
韋
景
先
往
二
蘇

州
一
宣
慰
レ
勞
焉
」（
冊
府
元
亀　

一
七
〇　

帝
王
部
来
遠
）
と
あ
り
、
翌
開
元

二
十
二
年
（
七
三
四
）
に
は
「
四
月
日
本
国
遣
使
来
朝
、
献
二
美
濃
絁
百
匹
水
織

絁
二
百
疋
一
」（
冊
府
元
亀　

九
七
一　

外
臣
部
朝
貢
）
と
あ
る
。

　

遣
唐
使
の
航
路
は
古
く
は
壱
岐
・
対
馬
海
峡
を
通
っ
て
、
朝
鮮
南
部
に
着
き
、

朝
鮮
半
島
の
西
の
海
岸
に
沿
っ
て
渡
航
し
て
、
中
国
の
三
島
半
島
か
ら
入
国
す

る
北
路
で
あ
っ
た
が
、
六
百
六
十
年
、
新
羅
に
よ
っ
て
百
済
が
滅
亡
し
、
新
羅

と
の
関
係
が
悪
化
し
た
た
め
に
利
用
で
き
な
く
な
り
、
七
世
紀
の
末
か
ら
八
世

紀
の
半
ば
ま
で
は
南
島
路
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
航
路
は
筑
紫
の
大
津
を
立
ち
、

屋
久
、
奄
美
、
沖
縄
、
石
垣
な
ど
の
島
々
を
島
伝
い
に
南
下
し
た
後
、
西
に
向

か
っ
て
、
中
国
の
東
海
を
渡
り
、
揚
子
江
の
入
り
江
一
帯
ま
で
直
行
す
る
も
の

で
、
航
行
に
要
す
る
日
数
と
し
て
は
北
路
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
遭
難
す
る
危
険

性
は
遥
か
に
高
か
っ
た
。
第
十
次
の
遣
唐
使
船
以
後
の
多
く
は
五
島
列
島
か
ら

直
接
横
断
す
る
南
路
に
変
わ
っ
た⑼
。
天
平
五
年
時
の
航
路
は
南
島
路
で
、
難
波

津
か
ら
中
国
の
蘇
州
ま
で
約
四
ヶ
月
か
け
て
着
い
て
い
る
。
遣
唐
使
に
贈
る
歌

に
お
い
て
行
路
の
安
全
が
ま
ず
詠
ま
れ
た
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
こ
か
ら
長
安
ま
で
八
ヶ
月
か
か
っ
て
い
る
計
算
に
な
る
が
、
実
際
に
は
上
京

の
人
数
な
ど
の
中
国
側
と
の
交
渉
の
時
間
も
含
ん
で
い
る
。
交
渉
後
、
そ
の
多

く
が
上
陸
地
で
待
機
す
る
こ
と
に
な
り
、
上
京
の
人
数
は
制
限
さ
れ
た
。
入
唐

大
使
・
副
使
・
判
官
・
録
事⑽
と
い
っ
た
役
人
と
留
学
生
・
留
学
僧
等
が
都
に
趣
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い
た
ら
し
く
、
東
野
治
之
氏
は
遣
唐
使
と
し
て
都
を
見
た
の
は
「
せ
い
ぜ
い
全

体
の
一
割
ぐ
ら
い⑾
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
唐
国
内
で
蘇
州
か
ら
長
安
ま
で
の

道
の
り
は
約
五
百
キ
ロ
、
日
本
国
内
の
縦
断
よ
り
も
遥
か
遠
く
で
あ
る
。
大
部

分
の
乗
組
員
は
い
わ
ゆ
る
現
地
組
と
な
り
、
寺
院
を
参
拝
し
た
り
、
市
場
で
交

易
し
た
り
し
た
ら
し
い
。

　

こ
う
し
た
遣
唐
使
一
行
の
旅
の
軌
跡
に
対
し
て
当
該
歌
が
「
宿
り
せ
む
野
」

を
詠
む
こ
と
は
、
そ
れ
が
蘇
州
か
ら
長
安
ま
で
の
道
の
り
の
野
で
あ
っ
た
可
能

性
を
考
え
さ
せ
る
。
歌
の
作
者
が
誰
の
親
母
（
生
母
の
意
）
で
あ
る
の
か
、
当

事
者
の
名
は
不
明
で
あ
り
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
現
地
組
で
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
母
の
心
配
が
、
航
路
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

冬
の
大
陸
の
旅
に
向
け
ら
れ
た
理
由
が
推
測
で
き
る
。
後
の
寛
平
六
年
九
月

十
四
日
、
菅
原
道
真
が
遣
唐
使
廃
止
を
求
め
た
「
請
レ
令
三
諸
公
卿
議
二
定
遣
唐

使
進
止
一
状
」
に
は
「
度
�
使
等
、
或
有
二
渡
レ
海
不
レ
堪
レ
命
者
一
、
或
有
二
遭
レ

賊
遂
亡
レ
身
者
一
。
唯
未
レ
見
三
至
レ
唐
有
二
難
阻
飢
寒
之
悲
一
」
と
あ
っ
て
、
遣

唐
使
廃
止
の
理
由
の
一
つ
に
唐
国
内
で
の
安
全
性
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
そ
れ
ま
で
の
遣
唐
使
に
お
い
て
、
航
路
の
安
全
は
保
障
さ
れ
な
い

も
の
の
、
唐
に
到
着
す
れ
ば
安
全
が
保
障
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る⑿
。

し
か
し
、
母
に
と
っ
て
そ
こ
は
見
知
ら
ぬ
異
国
の
地
で
あ
り
、
当
該
歌
の
反
歌

が
「
宿
り
せ
む
野
」
の
寒
さ
を
案
じ
て
い
る
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

三
　
客
人

　

長
歌
の
内
容
は
「
秋
萩
を
妻
問
う
鹿
」
か
ら
詠
み
起
こ
し
、「
我
が
一
人
子
」

で
あ
る
事
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
表
現
が
遣
唐
使
船
進
発
の
夏
四
月
と
ず

れ
る
事
に
つ
い
て
は
、「
む
し
ろ
遣
唐
使
一
行
と
そ
の
家
族
全
体
の
側
に
寄
っ

た
表
現
」
と
解
す
る
説
を
前
に
挙
げ
た
が
、
遣
唐
使
の
決
定
が
前
年
の
初
秋
で

あ
る
こ
と
は
、
当
該
歌
の
作
者
で
あ
る
母
親
の
心
配
が
そ
の
時
点
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。

　

長
歌
に
お
い
て
、
前
半
部
分
は
こ
の
一
人
子
が
「
草
枕　

た
び
に
し
行
け
ば
」

の
条
件
句
を
構
成
し
、
後
半
部
分
は
そ
の
た
め
の
「
斎
ひ
」
の
儀
礼
を
具
体
的

に
叙
述
し
て
「
ま
幸
く
あ
り
こ
そ
」
と
結
ん
で
い
る
。
長
歌
の
骨
子
は
「
一
人

子
が
…
た
び
に
し
行
け
ば
…
ま
幸
く
あ
り
こ
そ
」
で
あ
る
。「
一
人
子
」
の
目

的
「
草
枕　

た
び
に
し
行
け
ば
」
の
「
た
び
」
を
本
文
で
は
「
客
」
の
字
で
記

載
し
、
反
歌
の
「
た
び
び
と
」
も
「
客
人
」
と
記
載
す
る
。
そ
れ
を
「
ま
幸
く

（
本
文　

真
好
去
）
あ
り
こ
そ
」
と
願
う
の
で
あ
る
。「
客
」
の
字
は
『
説
文
解

字
』
に
「
客　

寄
也
」
と
あ
り
、
大
広
益
会
『
玉
篇
』
に
「
客　

賓
也
」
と
も

あ
る
。『
後
漢
書
』（
馬
援
伝
）
に
「
詔
二
武
威
太
守
一
、
令
三
悉
還
二
金
城
客
民
一
。

帰
者
三
千
余
口
」
に
「
金
城
客
人
在
二
武
威
一
者
」
と
注
さ
れ
て
い
て
、「
客
民
」

と
同
義
で
寄
留
の
民
の
意
と
解
さ
れ
る
。「
客た
び

に
し
行
け
ば
」
に
は
見
知
ら
ぬ

他
国
に
「
一
人
子
」
が
行
く
事
へ
の
不
安
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
へ
の
願
い
が
「
我
が
思
ふ
我
が
子
」
と
「
我
が
」
が
繰
り
返
さ
れ
て
子
へ

の
執
着
を
示
し
「
ま
幸
く
あ
り
こ
そ
」
と
い
う
強
い
表
現
へ
と
導
か
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
遣
唐
使
人
は
そ
の
能
力
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
ろ
う
が
、
容
姿
の
良
い
者

が
選
ば
れ
た
と
い
う⒀
。
そ
の
子
へ
の
「
ま
幸
く
あ
り
こ
そ
」
の
表
現
を
検
討
し

て
お
き
た
い
。

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
家
歌
集
歌
曰

葦
原
の　

瑞
穂
の
国
は　

神
な
が
ら　

言
挙
げ
せ
ぬ
国　

然
れ
ど
も　

言

挙
げ
ぞ
我
が
す
る　

言
幸
く　

真ま
さ
き
く福
ま
せ
と　

つ
つ
み
な
く　

幸
く
い
ま

さ
ば　

荒
磯
波　

あ
り
て
も
見
む
と　

百
重
波　

千
重
波
に
し
き　

言
挙

げ
す
我
は　
言
挙
げ
す
我
は�

（
巻
十
三
・
三
二
五
三
）

反
歌
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磯
城
島
の
大
和
の
国
は
言
霊
の
助
く
る
国
ぞ
真
福
あ
り
こ
そ

（
巻
十
三
・
三
二
五
四
）

人
麻
呂
歌
集
に
あ
る
と
す
る
題
詞
を
持
つ
右
の
歌
は
、「
相
聞
」
の
部
に
収
め

ら
れ
て
い
る
が
内
容
的
に
は
「
遣
外
使
節
や
地
方
官
と
し
て
遠
く
旅
立
つ
友
人

な
ど
に
贈
っ
た
歌
か
」（
新
編
古
典
全
集
『
萬
葉
集
』）
と
推
測
さ
れ
る
。
元
暦

校
本
・
天
治
本
・
類
聚
古
集
で
は
長
歌
末
尾
「
言
挙
げ
す
我
は
」
が
小
文
字
で

繰
り
返
さ
れ
て
い
て
、
別
れ
の
宴
席
な
ど
で
口
誦
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
言
挙
げ
」
を
し
な
い
こ
と
が
神
意
（
神
な
が
ら
）
の
国
で
あ
り
な
が
ら
、「
言

挙
げ
」
を
す
る
こ
と
に
呪
的
な
要
素
を
示
唆
し
て
、「
言
霊
」
の
霊
力
を
歌
い

あ
げ
て
い
る
。
反
歌
末
尾
の
語
句
を
共
通
に
す
る
三
二
五
四
番
歌
に
は
、
右
の

人
麻
呂
歌
集
歌
の
影
響
を
推
測
で
き
、
帰
還
へ
の
願
望
が
そ
こ
に
籠
も
る
と
考

え
ら
れ
る
。
集
中
に
は
「
ま
幸
く
」
の
語
が
次
の
よ
う
に
見
え
る

①
岩
代
の
浜
松
が
枝
を
引
き
結
び
真ま
さ
き
く幸
あ
ら
ば
ま
た
か
へ
り
見
む

（
巻
二
・
一
四
一
）

②
我
が
命
し
真ま
さ
き
く幸
あ
ら
ば
ま
た
も
見
む
志
賀
の
大
津
に
寄
す
る
白
波

（
巻
三
・
二
八
八
）

③
片
手
に
は　

木
綿
取
り
持
ち　

片
手
に
は　

和
た
へ
奉
り　

平
け
く　

間ま
さ
き
く幸
ま
せ
と　

天
地
の　

神
を
乞
ひ
の
み　

い
か
に
あ
ら
む　

年
月
日
に

か　

つ
つ
じ
花
…�

（
3
・
四
四
三
）

④
好ま
さ
き
く去
て
ま
た
か
へ
り
見
む
ま
す
ら
を
の
手
に
巻
き
持
て
る
鞆
の
浦
回
を

（
巻
七
・
一
一
八
三
）

⑤
命
を
し
麻ま
さ
き
く

勢
久
も
が
も
名
欲
山
石
踏
み
平
し
ま
た
ま
た
も
来
む

（
巻
九
・
一
七
七
九
）

⑥
真ま
さ
き
く幸
く
て
妹
が
斎
は
ば
沖
つ
波
千
重
に
立
つ
と
も
障
り
あ
ら
め
や
も

（
巻
十
五
・
三
五
八
三
）

⑦
あ
を
に
よ
し　

奈
良
山
過
ぎ
て　

泉
川　

清
き
川
原
に　

馬
留
め　

別
れ

し
時
に　

好ま
さ
き
く去
て　

我
帰
り
来
む　

平
ら
け
く　

斎
ひ
て
待
て
と　

語
ら

ひ
て　

来
し
日
の
極
み
…�

（
巻
十
七
・
三
九
五
七
）

⑧
麻ま

さ

き

く

佐
吉
久
と
言
ひ
て
し
も
の
を
白
雲
に
立
ち
た
な
び
く
と
聞
け
ば
悲
し
も

（
巻
十
七
・
三
九
五
八
）

⑨
礪
波
山　

手
向
の
神
に　

幣
奉
り　

我
が
乞
ひ
の
ま
く　

は
し
け
や
し　

君
が
た
だ
か
を　

麻ま

さ

き

く

佐
吉
久
も　

あ
り
た
も
と
ほ
り　

月
立
た
ば　

時
も

か
は
さ
ず　

な
で
し
こ
が　

花
の
盛
り
に　

相
見
し
め
と
そ

�

（
巻
十
七
・
四
〇
〇
八
）

⑩
夕
潮
に　

梶
引
き
折
り　

率
ひ
て　

漕
ぎ
行
く
君
は　

波
の
間
を　

い
行

き
さ
ぐ
く
み　

麻ま

さ

き

く

佐
吉
久
も　

早
く
至
り
て　

大
君
の　

命
の
ま
に
ま　

ま
す
ら
を
の　

心
を
持
ち
て
…�

（
巻
二
十
・
四
三
三
一
）

⑪
た
ら
ち
ね
の　

母
掻
き
撫
で　

若
草
の　

妻
取
り
付
き　

平
け
く　

我
は

斎
は
む　

好ま
さ

去き
く

て　

は
や
帰
り
来
と　

ま
袖
も
ち　

涙
を
拭
ひ　

む
せ
ひ

つ
つ　

言
問
ひ
す
れ
ば
…�

（
巻
二
十
・
四
三
九
八
）

①
は
有
間
皇
子
の
自
傷
歌
。
謀
反
の
罪
で
護
送
さ
れ
る
途
中
の
作
で
、
生
き
て

再
び
岩
代
の
地
を
踏
む
事
を
祈
る
歌
で
あ
る
。
②
は
穗
積
朝
臣
老
が
佐
渡
に
流

さ
れ
る
時
の
作
で
、
流
刑
地
で
の
死
の
不
安
を
抱
え
た
表
現
。
③
は
摂
津
国
班

田
史
生
丈
部
龍
麻
呂
が
自
経
死
し
た
時
に
大
伴
三
中
が
詠
ん
だ
作
。
①
か
ら
③

に
は
「
ま
幸
く
」
と
望
む
事
が
実
は
「
死
」
を
も
予
感
さ
せ
る
困
難
さ
の
中
で

の
強
い
帰
還
へ
の
願
い
と
し
て
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
④
は
羈
旅
の
部
に
あ

り
、
⑤
は
藤
井
蓮
が
遷
任
さ
れ
て
上
京
す
る
時
の
作
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
ま

幸
く
」
あ
る
こ
と
が
そ
の
地
と
の
再
会
に
繋
が
っ
て
い
る
。「
ま
幸
く
あ
り
こ

そ
」
と
歌
う
こ
と
は
幸
い
で
あ
る
事
を
願
う
だ
け
で
な
く
、
そ
う
歌
う
こ
と
自

体
に
帰
還
へ
の
強
い
願
望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
謂
え
る
。
⑥
以
下
は
当
該
歌
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以
降
の
作
で
あ
る
が
、
そ
の
用
法
は
共
通
す
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
⑥
は
遣

新
羅
使
の
歌
。
⑦
⑧
は
家
持
の
「
哀
二
傷
長
逝
之
弟
一
歌
一
首
」
で
、
越
中
に

旅
立
つ
家
持
に
対
し
て
、
今
は
亡
き
弟
が
無
事
の
帰
還
を
願
っ
て
く
れ
た
事
を

嘆
き
、
⑨
は
池
主
が
家
持
に
贈
っ
た
歌
で
生
別
の
悲
し
さ
を
詠
む
。
⑩
⑪
は
防

人
の
悲
別
の
心
を
詠
む
家
持
の
作
で
あ
る
。

　
「
ま
幸
く
」
と
願
う
事
は
「
無
事
の
帰
還
」
を
強
く
意
味
し
、
し
か
し
、
そ

れ
が
叶
わ
な
い
こ
と
へ
の
危
惧
を
含
ん
だ
表
現
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。「
ま
幸
く
あ
り
こ
そ
」
と
願
う
「
斎
ひ
」
は
旅
の
行
程
に
お
け
る
幸
い
に

よ
っ
て
無
事
に
帰
還
す
る
事
を
対
象
と
し
よ
う
。
そ
こ
に
遣
唐
使
に
贈
る
他
の

歌
々
と
の
類
似
性
が
あ
る
。「
真
好
去
」
と
「
好
去
好
来
歌
」
と
同
じ
用
字
を

当
て
て
い
る
こ
と
は
、
憶
良
の
用
字
を
学
ぶ⒁
と
共
に
「
好
去
好
来
歌
」
の
航
路

の
安
全
と
早
い
帰
還
へ
の
願
い
を
重
ね
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
羽

　

　

反
歌
に
お
い
て
作
者
は
、
結
句
「
天
の
鶴
群
」
に
旅
人
を
霜
か
ら
守
る
存
在

と
し
て
「
我
が
子
は
ぐ
く
め
」
と
命
令
形
で
呼
び
か
け
、
体
言
止
め
で
詠
嘆
を

込
め
る
。
鳥
が
子
を
は
ぐ
く
む
と
い
う
発
想
に
つ
い
て
は
、
早
く
『
代
匠
記
』

が
「
詩
生
民
之
什
曰
。
誕
寘
二
之
寒
氷
一
、
鳥
覆
翼
之
。
鳥
乃
去
矣
、
后
稷
呱
矣
。

注
、
覆
蓋
翼
籍
也
。
以
二
一
翼
一
覆
レ
之
、
以
二
一
翼
一
籍
レ
之
也
。
此
ハ
マ
サ
シ

ク
鳥
ノ
人
ヲ
ハ
ク
ク
メ
ル
證
ナ
リ
」
と
周
の
祖
后
稷
誕
生
時
の
逸
話
を
詠
じ
る

『
毛
詩
』
の
例
を
挙
げ
て
、
漢
籍
と
の
発
想
の
類
似
を
説
き
、
井
上
通
泰
は
『
毛

詩
』
を
基
に
し
た
『
史
記
』
周
本
紀
の
例
「
遷
レ
之
而
弃
二
渠
中
冰
上
一
、
飛
鳥

以
二
其
翼
一
覆
二
薦
之
一
」
を
引
き
、「
か
よ
う
な
名
歌
が
素
養
の
無
い
人
に
よ
ま

れ
よ
う
と
は
思
は
れ
ぬ
」
と
し
て
そ
の
親
母
が
無
名
の
人
で
は
な
か
っ
た
と
推

測
す
る⒂
。
漢
籍
の
影
響
を
見
る
こ
と
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』
も

踏
襲
す
る
と
こ
ろ
で
、
通
泰
の
説
を
引
い
た
上
で
、
鶴
は
親
子
の
情
を
知
る
鳥

と
考
え
ら
れ
て
い
た
事
を
「『
鳴
鶴
陰
に
在
り
て
、
そ
の
子
こ
れ
に
和
す
』（
易

経
・
繋
辞
伝
上
）
な
ど
」
と
し
て
「
鶴
は
母
親
に
代
っ
て
子
を
守
る
鳥
た
る
に

ふ
さ
わ
し
い
」
と
す
る
。
発
想
の
類
似
は
否
め
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
注
釈
を

始
め
、
諸
注
釈
書
は
そ
れ
を
必
ず
し
も
踏
襲
し
て
い
な
い
。
両
者
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
た
い
。

　
『
詩
経
』（
生
民
）
は
、
未
だ
褜
に
く
る
ま
れ
た
后
稷
を
寒
氷
の
上
に
捨
て
た

の
を
鳥
が
「
覆
翼
」
し
た
と
い
う
内
容
で
、
卵
生
型
の
始
祖
神
話
と
共
通
点
が

多
い
と
さ
れ
る⒃
。
し
か
し
始
祖
神
話
と
当
該
歌
で
は
そ
の
細
部
に
お
い
て
文
字

の
使
用
な
ど
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
『
毛
詩
』『
史
記
』
で
は
「
覆
翼
」

と
あ
る
の
に
対
し
て
『
萬
葉
集
』
で
は
「
羽

」
と
あ
る
点
、
一
つ
に
は
毛
伝

が
「
大
鳥
来
」
に
続
け
て
「
以
二
一
翼
一
覆
レ
之
、
以
二
一
翼
一
籍
レ
之
也
」
と
し
、

鳥
が
一
羽
で
あ
る
の
に
対
し
て
『
萬
葉
集
』
で
は
「
鶴
群
」
と
あ
る
点
、
ま
た
、

寒
氷
に
棄
て
ら
れ
た
后
稷
に
対
し
て
「
霜
降
ら
ば
」
と
視
点
の
位
地
に
ず
れ
を

指
摘
で
き
る
点
で
あ
る
。

　
「
覆
翼
」
の
「
覆
」
は
『
説
文
解
字
』
に
「
覆
、

也
。
从
襾
復
声
。
一
曰
、

蓋
也
」
と
あ
っ
て
、
本
来
く
つ
が
え
る
意
と
推
測
さ
れ
、『
釈
名
』（
釈
言
語
）

に
は
「
覆
、
孚
也
。
如
三
孚
甲
之
在
二
物
外
一
也
」
と
す
る
。「
孚
甲
」
は
種
子

の
う
わ
皮
、
籾
殻
の
意
。
た
だ
し
『
説
文
』
に
は
「
孚
、
卵
即
孚
也
」
と
あ
っ

て
、「
孚
」
は
卵
の
か
え
る
意
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
大
広
益
会
『
玉

篇
』
に
「
孚
六
切
。
反
覆
也
。
又
敷
救
也
。

也
」
と
あ
っ
て
、「
く
つ
が
え
る
」

意
か
ら
「
お
お
う
」
意
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
新
撰
字
鏡
』
享
和

本
に
も
「
掩
、
一
感
反
。
加
戸
志
於
保
不
」
と
あ
る
。「
鳥
覆
翼
之
」
と
あ
る

事
に
は
卵
生
型
の
始
祖
神
話
へ
の
類
感
が
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
萬
葉
集
』
に

お
い
て
、「
覆
」
の
字
は
「
玉
匣
覆お

ほ
ふ

を
や
す
み
あ
け
て
去
な
ば
」（
巻
一
・
九
三
）
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の
よ
う
に
匣
の
蓋
が
お
お
っ
て
い
る
状
況
、「
常
闇
に　

覆お
ほ
ひ

た
ま
ひ
て
」（
巻

二
・
一
九
九
）「
横
風
の　

に
ふ
ふ
か
に　

覆お
ほ
ひ

き
ぬ
れ
ば
」（
巻
5
・
九
〇
四
）

「
秋
山
に　

霜
降
り
覆お

ほ
ひ　

木
の
葉
散
り
」（
巻
十
・
二
二
四
三
）「
笹
の
葉
に
は
だ

れ
降
り
覆お

ほ
ひ

消
な
ば
か
も
」（
巻
十
・
二
三
三
七
）「
吉
隠
の
野
木
に
降
り
覆お

ほ
ふ

白

雪
の
」（
巻
十
・
二
三
三
九
）
の
よ
う
に
そ
の
空
間
全
体
を
対
象
と
す
る
場
合
の

「
お
お
ふ
」
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
『
萬
葉
集
』
が
「
は
ぐ
く
め
」
と

す
る
本
文
「
羽

」
の
「

」
の
字
は
『
説
文
解
字
』
に
は
「
裹　

纏
也
」
と
し
、

大
広
益
会
『
玉
編
』
に
は
「
裹
、　

苞
也
」
と
あ
り
、
ま
た
『
新
撰
字
鏡
』
に

は
「
裹

、
正
古
禍
反
上
、
借
古
卧
反
去
、
苞
也
、
纏
也
」、
と
あ
り
、『
類
聚

名
義
抄
』（
観
智
院
本
）
に
は
「
裹　

ツ
ヽ
ム
、
ク
ヽ
モ
ル
」
と
あ
っ
て
、「
つ

つ
む
」
意
と
考
え
ら
れ
る
。『
萬
葉
集
』
に

梅
の
花
降
り
覆お

ほ
ふ

雪
を―

持

つ
つ
み

ち
君
に
見
せ
む
と
取
れ
ば
消
に
つ
つ

（
巻
十
・
一
八
三
三
）

と
あ
る
の
は
「
覆
」
と
「―

」
と
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
。「
覆
」
は
梅
の

あ
る
一
帯
が
雪
に
降
ら
れ
て
梅
の
花
が
紛
れ
て
見
え
な
い
状
態
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
梅
全
体
を
お
お
う
雪
が
降
り
、
雪
と
梅
と
が
視
覚
的
に
は
分
か
ち
難
く

な
っ
て
い
る
。
そ
の
雪
を
梅
の
花
ご
と
つ
つ
ん
で
持
つ
が
、
持
つ
こ
と
で
雪
は

溶
け
て
消
え
て
し
ま
い
、
掌
に
は
雪
で
見
え
な
か
っ
た
、
つ
つ
ま
れ
て
い
た
雪

な
ら
ぬ
梅
の
花
が
顕
在
化
す
る⒄
と
い
う
意
で
あ
る
。
こ
の
「
羽

」
は
遣
新
羅

使
人
歌
群
の
冒
頭
に
二
首
「
羽
ぐ
く
む
と
し
て
見
え
る
」

武
庫
の
浦
の
入
江
の
渚
鳥
羽は

ぐ

く

も

る

具
久
毛
流
君
を
離
れ
て
恋
に
死
ぬ
べ
し

（
巻
十
五
・
三
五
七
八
）

大
船
に
妹
乗
る
も
の
に
あ
ら
ま
せ
ば
羽は

ぐ

く

み

具
久
美
持
ち
て
ゆ
か
ま
し
も
の
を

�

（
巻
十
五
・
三
五
七
九
）

右
の
二
首
が
示
す
よ
う
に
、「
羽
ぐ
く
む
」
に
は
羽
で
抱
く
よ
う
に
包
む
意
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
萬
葉
集
』
が
「
覆
」
で
は
な
く
「

」
を
用
い
た
意

図
が
そ
こ
に
は
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

五
　
天
の
鶴
群

　
「
天
」
を
冠
し
た
「
鶴
」
は
集
中
孤
例
で
あ
り
、
か
つ
「
鶴
」
を
「
鶴
群
」

と
す
る
の
も
当
該
歌
の
例
が
唯
一
で
あ
る
。
集
中
、「
天
（
ア
メ
）
の
」
と
冠

す
る
対
象
は
「
時
雨
」「
露
霜
」「
白
雲
」
と
い
っ
た
天
象
、「
川
原
」「
み
空
」

「
海
」
と
い
っ
た
自
然
、「
御
門
」「
御
陰
」
と
い
っ
た
「
宮
殿
」
に
関
す
る
も

の
と
「
火
」
と
で
あ
り
、
生
物
に
冠
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。「
天
の
鶴
群
」

の
語
が
特
異
な
用
法
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
「
天
の
」
を
冠
す
る

「
時
雨
」「
露
霜
」「
川
原
」「
み
空
」
に
は
枕
詞
「
ひ
さ
か
た
の
」
を
冠
す
る
例

が
見
え
、
し
か
も
そ
の
表
記
は
仮
名
表
記
を
持
つ
八
二
二
番
歌
を
除
い
て
い
ず

れ
も
「
久
堅
乃
（
能⒅
）」
と
あ
る
。「
久
方
」「
久
堅
」
の
表
記
に
つ
い
て
『
時

代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
は
「
天
や
天
の
物
が
久
遠
の
彼
方
に
あ
り
、
永
久

に
確
か
な
も
の
だ
か
ら
、
と
い
う
付
会
的
な
解
釈
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
推

測
す
る
。「
天
の
」
を
冠
す
る
語
句
が
神
代
記
に
多
く
見
え
、「
沼
矛
」
に
始
ま

り
「
眞
拆
」
な
ど
の
道
具
類
、「
浮
橋
」「
御
柱
」
な
ど
の
建
築
物
、「
眞
名
井
」

「
香
山
」
な
ど
の
自
然
、
神
の
食
事
に
関
す
る
「
御
饗
」「
眞
魚
咋
」、「
八
重
多

那
雲
」
の
天
象
の
他
に
、「
斑
馬
」「
服
織
女
」
な
ど
、
高
天
原
で
事
象
全
般
に

亘
っ
て
、
冠
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
も
ち
ろ
ん
、
神
代

記
に
お
い
て
高
天
原
の
事
象
に
対
し
て
冠
せ
ら
れ
て
い
る
用
法
と
『
萬
葉
集
』

の
そ
れ
と
が
同
質
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
た
だ
し
、
多
く
枕
詞
「
久
堅
の
」

を
冠
し
て
も
用
い
ら
れ
る
「
天
の
」
の
用
法
か
ら
も
、
空
よ
り
も
遥
か
遠
い
霊

妙
な
空
間
を
想
像
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
事
は
推
測
さ
れ
る
。「
天
の
鶴
群
」
も

単
に
空
高
く
飛
ん
で
い
る
と
い
う
意
味
で
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
空
の
遥
か
な
る
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上
方
に
天
が
あ
り
、
そ
こ
に
属
す
る
霊
妙
な
鳥
故
の
把
握
が
「
我
が
子
は
ぐ
く

め
」
を
発
想
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ
に
具
体
的
に
は
「
鶴
群
」
の
姿
の

見
え
な
い
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。「
鶴
」
は
群
れ
を
な
し
て
飛
ぶ
鳥
で
あ
り
、

「
鶴
さ
は
に
鳴
く
」（
巻
三
・
二
七
三
、三
八
九
、
巻
十
七
・
四
〇
一
八
）
は
そ
う

し
た
生
態
の
反
映
と
推
測
さ
れ
る
が
、「
鶴
群
」
と
い
う
「
群
」
で
は
捉
え
ら

れ
て
い
な
い
。

　

早
く
「
鶴
」
を
歌
う
の
は
軽
太
子
の
謀
反
に
関
わ
る
允
恭
記
の
次
の
歌
で
あ

る
。　

か
れ
、
そ
の
軽
太
子
を
ば
伊
予
の
湯
に
流
し
ま
つ
り
き
。
ま
た
流
さ
れ

た
ま
は
む
と
せ
し
時
に
、
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く

天
飛
ぶ　

鳥
も
使
ひ
そ　

鶴
が
音
の　

聞
こ
え
む
時
は　

我
が
名
問

は
さ
ね�

（
記　

八
五
）

右
の
歌
で
は
、「
鶴
」
の
鳴
き
声
へ
の
興
味
と
そ
の
鶴
が
「
天
飛
ぶ
」
と
捉
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。「
鶴
」
の
鳴
き
声
は
鋭
く
、
非
常
に
遠
く

ま
で
聞
こ
え
る
と
さ
れ
る
。
右
の
記
歌
謡
で
も
「
鶴
が
音
の　

聞
こ
え
む
時
は
」

と
そ
の
姿
よ
り
も
そ
の
声
に
注
意
が
向
い
て
お
り
、「
天
飛
ぶ
」
と
さ
れ
る

「
鶴
」
の
姿
は
空
の
遥
か
遠
く
に
あ
っ
て
、
視
界
に
入
っ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。

集
中
の
「
鶴
」
は
そ
の
姿
よ
り
も
そ
の
鳴
き
声
を
詠
ま
れ
る
事
が
多
く
、
そ
う

し
た
「
鶴
」
が
「
使
ひ
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
事
は
そ
こ
に
「
鶴
」
の
霊
妙
さ

を
感
じ
と
っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る⒆
。「
天
の
鶴
群
」
に
は
「
鶴
」
を
「
我

が
一
人
子
」
の
許
へ
行
く
も
の
と
す
る
把
握
が
前
提
と
し
て
あ
り
、
そ
の
飛
翔

に
望
み
を
託
す
と
い
う
発
想
に
は
共
通
性
が
窺
え
る
。
た
だ
し
、
記
歌
謡
と
当

該
歌
が
同
じ
位
相
に
位
置
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。「
天
」
と
「
鶴
」
と

の
結
び
つ
き
に
は
共
通
性
が
窺
え
る
が
、「
鶴
が
音
の
…
我
が
名
問
は
さ
ね
」

は
音
声
を
介
す
る
一
義
的
行
為
を
表
明
す
る
の
に
対
し
て
、「
霜
降
ら
ば　

…

我
が
子
は
ぐ
く
め
」
に
は
介
さ
れ
る
べ
き
音
声
の
段
階
は
省
か
れ
て
「
鶴
」
の

姿
か
ら
羽
で
迴
む
行
為
、
さ
ら
に
そ
の
温
か
さ
へ
と
そ
の
示
唆
さ
れ
る
内
容
が

二
義
的
な
把
握
へ
と
段
階
が
進
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

霜
の
寒
さ
と
の
関
係
で
鳥
を
詠
む
作
が
あ
る
。

葦
辺
行
く
鴨
の
羽
が
ひ
に
霜
降
り
て
寒
き
夕
は
大
和
し
思
ほ
ゆ

（
巻
一
・
六
四
）

埼
玉
の
小
埼
の
沼
に
鴨
そ
翼
霧
る
己
が
尾
に
降
り
置
け
る
霜
を
払
ふ
と
に

あ
ら
し�

（
巻
九
・
一
七
四
四
）

天
飛
ぶ
や　

雁
の
翼
の　

覆
ひ
羽
の　

い
づ
く
漏
り
て
か　

霜
の
降
り
け

む�

（
巻
十
・
二
二
三
八
）

明
け
来
れ
ば　

沖
に
な
づ
さ
ふ　

鴨
す
ら
も　

妻
と
た
ぐ
ひ
て　

我
が
尾

に
は　

霜
な
降
り
そ
と　

白
た
へ
の　

翼
さ
し
交
へ
て　

打
ち
払
ひ　

さ

寝
と
ふ
も
の
を
…�

（
巻
十
五
・
三
六
二
五
）

い
ず
れ
も
鴨
や
雁
の
羽
に
お
い
た
霜
を
詠
む
作
だ
が
、
鴨
や
雁
の
茶
色
の
羽
が

白
く
変
わ
る
様
は
一
層
の
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。「
鶴
」
の
白
さ

で
は
霜
が
可
視
化
す
る
寒
さ
は
目
立
た
な
い
。
が
、
右
の
四
首
の
中
で
、

二
二
三
八
番
歌
は
「
天
飛
ぶ
や
」
と
あ
っ
て
、
地
上
に
降
っ
て
い
る
霜
は
そ
の

「
覆
ひ
羽
」
か
ら
漏
れ
た
と
す
る
発
想
に
は
、
天
飛
ぶ
雁
の
翼
の
広
が
り
が
思

わ
れ
る
。「
天
の
鶴
群
」
に
対
し
て
「
覆
」
で
は
な
く
、「
羽
迴
」
と
あ
る
意
図

が
さ
ら
に
は
っ
き
り
し
よ
う
。

天
平
五
年
癸
酉
春
閏
三
月
笠
朝
臣
金
村
贈
二
入
唐
使
一
歌
一
首

玉
だ
す
き　

か
け
ぬ
時
な
く　

息
の
緒
に　

我
が
思
ふ
君
は　

う
つ
せ
み

の　

世
の
人
な
れ
ば　

大
君
の　

命
恐
み　

夕
さ
れ
ば　

鶴
が
つ
ま
呼
ぶ

　

難
波
潟　

三
津
の
崎
よ
り　

大
舟
に　

ま
梶
し
じ
貫
き　

白
波
の　

高

き
荒
海
を　

島
伝
ひ　

い
別
れ
行
か
ば　

留
ま
れ
る　

我
は
幣
引
き　

斎
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ひ
つ
つ　

君
を
ば
遣
ら
む　

は
や
帰
り
ま
せ�

（
巻
八
・
一
四
五
三
）

同
じ
第
十
次
の
遣
唐
使
に
贈
る
歌
で
、
金
村
は
三
津
の
景
と
し
て
「
鶴
」
を
詠

ん
で
い
る
。「
鶴
」
は
渡
り
が
遅
い
時
に
は
三
月
二
十
日
頃
ま
で
日
本
に
い
る

と
さ
れ
る⒇
。
遣
唐
使
の
一
行
が
出
立
の
準
備
を
進
め
て
い
る
段
階
で
「
鶴
」
が

群
れ
を
な
し
て
中
国
方
面
へ
向
か
う
、
そ
の
景
を
目
に
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。（

冒
頭
省
略
）
う
つ
せ
み
の　

世
の
人
な
れ
ば　

大
君
の　

命
恐
み　

天

ざ
か
る　

鄙
治
め
に
と　

朝
鳥
の　

朝
立
ち
し
つ
つ　

群
鳥
の　

群
立
ち

去
な
ば　

留
ま
り
居
て　

我
は
恋
ひ
む
な　

見
ず
久
な
ら
ば

（
巻
九
・
一
七
八
五
）

「
神
龜
五
年
戊
辰
秋
八
月
歌
一
首
」
の
題
詞
を
持
つ
右
の
歌
は
、「
笠
金
村
之
歌

中
出
」
と
あ
り
、
越
前
に
下
る
石
上
乙
麻
呂
の
家
族
に
代
わ
っ
て
そ
の
心
を
詠

ん
だ
と
さ
れ
る
。「
群
鳥
の　

群
立
ち
去
な
ば
」
は
、
旅
立
ち
の
際
の
賑
や
か

さ
と
後
の
残
さ
れ
た
者
の
寂
寥
と
を
対
比
さ
せ
る
表
現
で
あ
り
、
遣
唐
使
の
一

行
が
去
る
状
況
に
匹
敵
し
よ
う
。「
鶴
」
を
群
れ
と
し
て
詠
む
当
該
歌
の
「
天

の
鶴
群
」
の
体
言
止
め
に
は
そ
う
し
た
別
れ
の
状
況
の
反
映
を
考
え
得
る
の
で

は
な
い
か
。阿

倍
朝
臣
老
人
遣
レ
唐
時
奉
レ
母
悲
レ
別
歌
一
首

天
雲
の
そ
き
へ
の
極
み
我
が
思
へ
る
君
に
別
れ
む
日
近
く
な
り
ぬ

（
巻
十
九
・
四
二
四
七
）

　

右
の
歌
は
子
の
立
場
か
ら
の
作
で
、
当
該
一
七
九
〇
・
一
七
九
一
番
歌
に
対

す
る
答
歌
と
見
る
説
も
あ
る
。
遣
唐
使
と
し
て
旅
立
つ
遠
さ
が
「
天
雲
の
そ
き

へ
の
極
み
」
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
は
行
く
者
に
と
っ
て
も
見
送
る
者
に

と
っ
て
も
共
通
理
解
で
あ
っ
た
。
そ
の
遣
唐
使
進
発
の
時
の
歌
と
し
て
「
我
が

一
人
子
」
の
航
路
の
無
事
を
強
く
言
挙
げ
し
、
唐
国
内
に
お
い
て
も
遙
か
な
道

の
り
を
旅
す
る
「
我
が
一
人
子
」
を
思
い
や
る
当
該
歌
を
、『
萬
葉
集
』
が
「
遣

唐
使
の
母
が
贈
る
歌
」
と
し
て
記
載
し
て
あ
る
こ
と
に
無
理
は
無
い
と
思
わ
れ

る
。

注
⑴　

森
克
己
氏
『
遣
唐
使
』
至
文
堂　

昭
和
三
〇
、
茂
在
寅
男
・
西
嶋
定
生
・
田
中
健

夫
・
石
井
正
敏
氏
『
遣
唐
使
研
究
と
史
料
』
東
海
大
学
出
版
会　

昭
和
六
二
年
な
ど

⑵　

佐
藤
高
明
氏
は
古
今
和
歌
集
の
『
離
別
歌
』
と
の
共
通
性
に
触
れ
、
そ
こ
に
「
和

歌
の
世
界
で
は
『
離
別
』
の
場
合
、『
見
送
る
人
』
が
主
と
な
っ
て
詠
む
伝
統
が
、

万
葉
よ
り
古
今
の
流
れ
の
中
に
す
で
に
こ
の
と
き
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
は
触
れ
な
い
。「『
万
葉
集
』
の
遣
唐
使
の
和
歌
―
山
上

憶
良
の
場
合
―
」
徳
島
文
理
大
学
『
文
学
論
叢
』
第
一
四
号
平
成
九
年
三
月

⑶　

梶
川
信
行
氏
『
万
葉
史
の
論　

笠
金
村
』
桜
楓
社　

昭
和
六
二
年

⑷　

川
北
靖
之
氏
「
遣
唐
使
と
神
祇
祭
祀
」『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』

第
二
号
平
成
九
年
三
月

⑸　

前
掲
注
⑷
論
文

⑹　

前
掲
注
⑶
書

⑺　

鈴
木
利
一
氏
「
遣
唐
使
に
贈
る
歌
―
巻
九
、一
七
九
〇
、一
七
九
一
に
つ
い
て
―
」

『
大
谷
女
子
大
国
文
』
第
二
八
号　

平
成
一
〇
年
三
月

⑻　
『
扶
桑
略
記
』
は
「
七
月
庚
午
日
…
遣
唐
大
使
丹
治
比
廣
成
・
副
使
中
臣
名
代
、

乗
船
四
艘
、
惣
五
百
九
十
四
人
渡
海
。
沙
門
栄
叡
普
昭
法
師
等
随
レ
使
入
唐
」
と
伝

え
る
。

⑼　

前
掲
注
⑴
書
、
及
び
毛
昭
晰
『
遣
唐
使
時
代
に
お
け
る
五
島
列
島
と
明
州
の
関
係
」

『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
四
号
平
成
一
一
・
五

⑽　

遣
唐
使
の
構
成
に
つ
い
て
は
『
延
喜
式
』（
巻
三
十
大
蔵
）
に
使
節
の
他
に
「
知

乗
船
事　

訳
語　

請
益
生　

主
神　

医
師　

陰
陽
師　

画
師　

史
生　

射
手　

船
師

　

音
声
長　

新
羅
・
奄
美
等
訳
語　

卜
部　

留
学
生　

学
問
僧　

傔
従　

雑
使　

音

声
生　

玉
生　

鍜
生　

鋳
生　

細
工
生　

船
匠　

柂
師　

傔
人　

挟
杪　

還
学
僧　
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水
手
長　

水
手
」
と
あ
っ
て
、
使
節
を
助
け
る
職
員
、
船
の
管
理
に
関
係
す
る
者
、

留
学
者
・
技
能
者
な
ど
多
様
な
職
掌
が
含
ま
れ
て
い
る
。
東
野
治
之
氏
『
遣
唐
使
船

　

東
ア
ジ
ア
の
中
で
』（
朝
日
選
書　

平
成
一
一
年
）
参
照
。

⑾　

前
掲
注
⑽
東
野
治
之
氏
著
、

⑿　

石
井
正
敏
氏
「
寛
平
六
年
の
遣
唐
使
計
画
と
新
羅
の
海
賊
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第

二
六
号
平
成
一
三
年
四
月
）

⒀　

注
1
森
克
己
氏
前
掲
書
、
王
勇
氏
「
遣
唐
使
人
の
容
姿
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
四

号　

平
成
一
一
・
五

⒁　

前
掲
注
⑺
の
論
文

⒂　
『
萬
葉
集
雑
攷
』
明
治
書
院　

昭
和
七

⒃　

藤
堂
明
保
監
修
・
加
納
喜
光
訳　

中
国
の
古
典
19
『
詩
経　

下
』
学
習
研
究
社　

昭
和
五
八

⒄　

拙
著
『
萬
葉
歌
の
主
題
と
意
匠
』
塙
書
房　

平
成
一
〇

⒅　
「
久
堅
の
天
の
」
は
「
時
雨
」（
巻
一
・
八
二
）「
川
原
」（
巻
三
・
四
二
〇
）「
露
霜
」

（
巻
四
・
六
五
一
）「
み
空
」（
巻
五
・
八
九
四
、
巻
十
二
・
三
〇
〇
四
）
に
見
え
る
。

⒆　

東
光
治
『
続
萬
葉
動
物
考
』
人
文
書
院　

昭
和
一
九
、
拙
稿
「『
鶴
が
音
』
考
」『
萬

葉
集
研
究　

第
二
十
六
集
』
塙
書
房　

平
成
一
六

⒇　

大
後
美
保
氏
『
季
節
の
事
典
』
東
京
堂
出
版　

昭
和
三
六


